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本論 文は 、明治 29 (1896)年竣 工 「 旧 本庄 商業 銀行 煉瓦 倉庫 」（ 以下 、本 庄 煉瓦倉

庫） の高 い建 設 技 術 、 そ れ を 実 現し 得た 社会 的背 景の 分析 を通 して 、本 庄・ 児玉

とい う地 方都 市 の 明 治 中 期 に お ける 地域 産業 の近 代化 の特 質を 明ら かに した もの

である 。  
以下に 、本 論の 各 章 の 概 要 な ら び に 到達点 を述 べる 。  
本論 <第 2 章 旧本 庄 商 業銀 行 煉 瓦倉 庫 を事例 とし た繭 担 保倉庫 の特 徴 >では 、現存

する 本庄 煉瓦 倉 庫 の 建 築 情 報 に つい て、 実測 調査 の結 果を もと に、 繭担 保倉 庫の

形態 につ いて の 事 例 報 告 を お こ なっ た。 内壁 に塗 られ た漆 喰や 、キ ング ポス トト

ラス によ る倉 庫 空 間 の 確 保 な ど の機 能的 な側 面と 、ま た一 方で 、出 入口 側の みに

用いら れた、焼 き 過 ぎ 煉 瓦 の 存 在な ど、意匠的 な検 証も 必 要であ るこ とが 分 かる。  
2012 年に 早 稲 田 大 学 に よ り 調 査に 着 手する まで 、同建 造 物につ いて の詳 細 な実測

調査 が行 われ て こ な か っ た 。 調 査に よっ て記 録し た事 項を ここ で示 すと とも に、

欠損等 の状 況に つ い て も ヒ ア リ ン グ を含め た調 査に よ ってこ れを 補完 し た。  
<第 3 章繭担 保 倉 庫 と い う 機 能 から み た建築 計画 の分 析 >では、旧本 庄商 業銀 行煉

瓦倉 庫を 成立 至 ら し め る 背 景 に つい て、 機能 的特 徴と 、煉 瓦組 積建 造物 とし ての

技術 的特 徴の 二 点 を も と に 分 析 した 。こ れに より 、ま ずは 本庄 煉瓦 倉庫 の特 徴を

明瞭に した 。  
建築 計画 的特 徴 と し て は 、 同 時 時代 の養 蚕技 術書 に掲 載さ れる 繭の 保管 方法 が、

忠実 に平 面計 画 ・ 断 面 計 画 と し て確 認が でき た。 具体 的に は、 開口 部に おけ る網

戸・ 漆喰 板戸 の 併 置 、 床 下 の 通 気口 。四 方に 等間 隔に 配置 され た開 口部 があ げら

れる。  
煉瓦 組積 技術 と し て は 同 煉 瓦 倉 庫を つく る煉 瓦の 製造 元が 判明 した こと をは じめ 、

工事 と並 行し た 調 査 で 、 基 礎 の 煉瓦 組積 の方 法が 明ら かと なっ た。 とく に興 味深

い技術 的特 徴は 、1 階 壁 面 下 部 に確 認 された 持ち 出し 積 みの痕 跡で ある 。こ れは、

後述 する が煉 瓦 造 建 造 物 の 計 画 法を 考え る上 で特 筆す べき 発見 を含 んで いる こと

を指摘 した 。  
<第 4 章 明 治 中 期 に お け る 煉 瓦 組 積 部 と 木 軸 部 の 計 画 法 >で は 煉 瓦 造 建 造 物 の 計

画に おけ る煉 瓦 組 積 部 と 、 木 軸 部と の関 係性 に注 目し 分析 をお こな った 。全 体と

して は、「二 階 床 組 梁 と 煉 瓦 壁 」 に代 表さ れる よう に、 主構 造と なる 煉瓦 組積 に、

木軸 部の 計画 は 従 属 し て い る と いえ る。 しか し、 最も 指摘 した い点 は「 一階 床組

大引 と通 気口 と の 間 に お こ る 矛 盾」 で取 り上 げた とお り、 この 床組 に配 慮さ れた

通気 口の 組積 パ タ ン の 計 画 は 、 煉瓦 組積 部と 木軸 部の 一体 的な 計画 無く して は、

成し得 なか った と い う こ と で あ る 。  
日本 の煉 瓦造 技 術 は 、 明 治 政 府 の欧 化政 策の なか で持 ち込 まれ 、さ らに 地震 を経

験す る中 で独 自 の 技 術 を 築 い た 。ま た、 それ は近 世か らの 高水 準の 建設 技術 のも

とで組 み込 まれ て い っ た こ と も 知 ら れてい る。  
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つま り、 煉瓦 と 木 造 と い う 異 な る技 術背 景の なか で生 まれ た技 術が 、従 来の 形式

を固 持す るの で は な く 、 柔 軟 に 新し い技 術体 系と の融 合を 図っ たこ とが 、こ の矛

盾と その 解決 方 法 に よ っ て 見 え てく るの であ る。 煉瓦 造建 造物 にお ける 木軸 部の

分析 を行 うこ と は 、 い か に し て 日本 が煉 瓦造 技術 を導 入し さら に発 展を 成し 遂げ

たかを 知り うる 一 つ の 手 段 で あ る と もいえ る。  
そして <第 5 章 絹 産 業 と 旧 本 庄 商業 銀 行の設 立背 景 >では 、本庄 商業 銀行 の設 立背

景に 焦点 をあ て た 。 こ こ で は 、 これ まで 不明 瞭で あっ た本 庄煉 瓦倉 庫の 施工 者か

ら設 計者 、竣 工 年 が 明 ら か と な った 『清 水方 建築 家屋 撮影 』を 紹介 した 。こ れに

より 、施 工者 は 清 水 店 、 設 計 者 は、 同社 の技 士で あっ た岡 本銺 太郎 ・清 水釘 吉で

あった 。ま た、建 設 期 間 は 、「 明 治 二十 九年二 月二 十八 日 」から「 落成  同  八月

十日 」と 判明 し た 。 こ れ ら 情 報 によ り、 旧本 庄商 業銀 行煉 瓦倉 庫の 建設 にあ たっ

ての技 術的 特徴 を 分 析 す る た め の 背 景を明 らか にす る ことが でき た。  
さら に加 えて 、 地 方 銀 行 が 建 設 する 「繭 担保 倉庫 」の 役割 の分 析を おこ なっ た。

こう した 繭を 担 保 と し て 資 金 提 供を おこ なう とい う地 方銀 行は 、全 国的 に確 認で

きる 。し かし 、 同 時 代 の 文 献 を 参照 する と、 銀行 が担 保の 繭を 銀行 自身 が管 理し

手元 にお くこ と は 、 ま だ 信 用 の ない 中小 の製 糸業 者に 対す る融 資に おこ なわ れる

際に とら れる 方 法 で あ る こ と が 判明 した 。つ まり 、本 庄商 業銀 行が 対象 とし てい

た融資 先は 地域 の 中 小 製 糸 業 者 で あ ること がわ かる 。  
本庄 には 当時 、 信 州 地 方 か ら の 県外 資本 勢力 が進 出し てい た。 信州 は、 原料 繭の

輸送 が需 要を ま か な い き れ て い なか った 。そ こで 高崎 線の 開通 を契 機に 交通 の便

のよ い前 橋、 本 庄 に 生 産 拠 点 を 持つ ため 、進 出を して きた 。そ れに より 、本 庄で

もとも と操 業し て い た 民 間 器 械 製 糸 業の経 営が 圧迫 さ れてい た状 況に あ った。  
「株 式会 社本 庄 商 業 銀 行 」 は 、 こう した 状況 に対 して 本庄 の地 元有 力者 が、 地元

製糸 業者 を支 援 す る た め に 設 立 した もの と推 察さ れる 。本 章で はこ うし た地 方銀

行を 基点 に、 製 糸 業 者 と 養 蚕 農 家と の間 に構 築さ れる 繭に よる 経済 流通 の仕 組み

をみた 。そ れに よ り 地 方 銀 行 が 地 域 産業の 発達 に果 た した役 割を 明ら か にした 。  
最後の <第 6 章 >で は 、 考 察 と し て 「 旧本庄 商業 銀行 煉 瓦倉庫 建設 過程 か らみる  
地域 産業 発達 の 近 代 的 特 質 」 を 論じ た。 本研 究で は、 煉瓦 造、 かつ 繭担 保倉 庫の

計画 につ いて 研 究 を 進 め て き た が、 この ビル ディ ング タイ プの 価値 を論 じる に当

たり 、同 じく 絹 産 業 で 栄 え た 上 田と 下諏 訪の 事例 を参 照し た。 その 結果 、繭 倉の

近代 化は 全国 規 模 で 推 し 進 め ら れ、 木軸 部に つい ては トラ スの 利用 など が他 地域

にも みら れる も の の 、 煉 瓦 の 利 用に つい ては 、本 庄や 深谷 とい った 煉瓦 生産 地に

比較的 近い 地域 に お い て 限 定 さ れ る ことが わか った 。  
さら に、 本庄 煉 瓦 倉 庫 で は 、 外 部か ら見 た美 観と 、木 軸部 との 不具 合の 解決 を両

立さ せる ため に 、 通 気 口 を 屈 折 させ ると いう 方法 を採 用し てい た。 こう した 方法

は、 類似 例は 現 状 見 つ か ら ず 、 一般 的な 方法 とは 言え ない 。さ らに 、技 術書 にも
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示さ れて いな い 方 法 で あ る 。 つ まり 、本 庄煉 瓦倉 庫の 計画 に際 して 、清 水店 の岡

田・ 清水 の両 技 師 に よ る 創 意 工 夫と いえ るだ ろう 。本 庄煉 瓦倉 庫に は、 明治 から

の日 本の 技術 発 展 に お い て 、 煉 瓦造 なら 必ず 起こ りう る命 題に 対し て日 本独 自の

技術発 展を 垣間 見 せ て い る と 考 え る 。  
 
最後 に、 結論 と し て 本 研 究 の 目 的で もあ る繭 担保 倉庫 の近 代化 遺産 とし ての 価値

につ いて 述べ た 。 近 代 化 遺 産 へ の価 値評 価が 日本 で再 認識 され たの は、 比較 的近

年のこ とで あ り 、1 990 年 に 確 認 で き るもの が最 も古 い。その後 、群 馬県 発行 の報

告書な どを はじ め と し て 徐 々 に 用 い られは じめ たが 、そ の価値 軸は いま だ 曖昧だ 。

山本理 佳著『「 近 代 化 遺 産 」に み る 国 家と地 域の 関係 性 』にお いて、国家 の 成立原

理を 代弁 する も の と し て の 「 近 代化 遺産 」と 、地 域と の認 識の ギャ ップ につ いて

指摘さ れて いる 。  
たと えば 、本 庄 市 内 に は 養 蚕 の 伝習 所で あっ た「 競進 社模 範蚕 室」 や養 蚕信 仰の

歴史を 刻む 石碑  な ど が 市 内 の 各所 に のこる 。また 、未だ に住居 とし て利 用 されて

いる 養蚕 民家 な ど が 実 に 多 く 残 って いる とい う事 実も ある 。文 化財 とし ての 認知

の有 無に 関わ ら ず 本 庄 市 に お け る連 綿と した 絹産 業の 歴史 は、 そう した 絹産 業の

数々 の遺 構に よ っ て も 担 保 さ れ てい る。 本庄 市に おい ては 、富 岡製 糸場 の設 置に

伴い、繭 取引 の 拠 点 と さ れ た こ とか ら、本庄煉 瓦倉 庫の 立 地する 中山 道に お いて、

繭の 取引 で大 い に 栄 え た 。 そ し て、 本庄 商業 銀行 は製 糸業 者に 対し て融 資を 目的

とし て設 立さ れ た 銀 行 で あ っ た 。こ うし た社 会的 な状 況に おい て、 本庄 商業 銀行

は、 生糸 生産 の プ ロ セ ス の な か で、 直接 的な 連関 の中 には なく 、む しろ 本庄 とい

う地 方都 市に お い て 「 市 街 」 の 製糸 家と 「郊 外」 の養 蚕農 家と を結 びつ ける 触媒

とし ての 役割 を 果 た し た と も い える 。そ して 、煉 瓦造 の繭 倉と いう 絹産 業の 技術

発展 の経 過と 、 煉 瓦 と い う 材 料 の地 域性 があ る。 以上 が煉 瓦造 によ る繭 担保 倉庫

の特質 であ り近 代 化 遺 産 と し て の 価 値とし て評 価で き る。  
昨今 、絹 産業 遺 産 を 活 か し た 観 光の 盛り 上が りを 受け 、本 庄市 にお いて も歴 史の

掘り起 こし とそ れ に よ る 地 域 振 興 が 行われ つつ ある 。 2 017 年 3 月に 改修 が完了

した旧 本庄 商業 銀 行 煉 瓦 倉 庫 の 改 修 工事も 、こ うし た向 きを受 けて のも の である 。

しか し、 これ ま で 述 べ て き た と おり 地域 にお ける 近代 化遺 産は 、地 域主 義的 なコ

ンテ クス トの 中 に お い て こ そ 価 値を 持ち 得る ので あり 、市 内に のこ る数 々の 遺構

を、 絹産 業遺 産 と し て 活 用 す る ため には 、相 互の 関係 構築 が今 後の 課題 とな るで

あろう 。  
 
以上が 、本 論文 の 概 要 で あ る 。  
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谷礼仁. 

7. 『西洋家作雛形』・『Cottage Building』比較研究 1 : 明治初期日本における救貧行

政からみる出版意図の再考察, 建築学会大会, 学術講演梗概集, F-2, 建築歴史・

意匠,  2015年 9月, 本橋仁, 中谷礼仁, 丸茂友里, 根来美和, 廣瀬翔太郎. 

8. 『西洋家作雛形』・『Cottage Building』の比較研究 2 : 産業革命後英国における住

宅改善の取り組みと本書の位置づけ,  建築学会大会, 学術講演梗概集, F-2, 建築

歴史・意匠,  2015年 9月, 根来美和, 中谷礼仁, 本橋仁, 丸茂友里 , 廣瀬翔太

郎. 

9. 『西洋家作雛形』・『Cottage Building』の比較研究 4 : 明治初期日本における「建

築」概念の美学的観点について, 建築学会大会, 学術講演梗概集, F-2, 建築歴史・

意匠,  2015年 9月, 丸茂友里, 中谷礼仁, 本橋仁, 根来美和, 廣瀬翔太郎. 

10. イギリス積煉瓦造建造物における開口部まわりの煉瓦配置 旧本庄商業銀行倉庫に

関する調査・研究 その 2, 建築学会大会, 学術講演梗概集, F-2, 建築歴史・意匠,  

2013年 8月, 百野太陽, 中谷礼仁, 本橋仁, 福井亜啓, 丸茂友里.  

11. 清水店施工による煉瓦造担保倉庫の成立要因と建築的特質 旧本庄商業銀行倉庫に

関する調査・研究 その 1, 建築学会大会, 学術講演梗概集, F-2, 建築歴史・意匠,  

2013年 8月, 福井亜啓, 中谷礼仁, 本橋仁, 百野太陽, 丸茂友里. 

12. 西洋モダニズム運動の受容過程に関する研究 2 戦前日本におけるアドルフ・ロー

スの紹介, 建築学会大会, 学術講演梗概集, F-2, 建築歴史・意匠,  2013年 8月, 

原功一, 本橋仁, 癸生川まどか, 齋藤亜紀子, 中谷礼仁.  
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13. 西洋モダニズム運動の受容過程に関する研究 1 アドルフ・ロースの日本への紹

介, 建築学会大会, 学術講演梗概集, F-2, 建築歴史・意匠,  2013年 8月, 本橋

仁, 原功一, 癸生川まどか, 齋藤亜紀子, 中谷礼仁. 

14. 近代日本建築教育の研究 早稲田大学建築学科・早稲田工手学校・早稲田建築講義

録を事例として, 建築学会大会, 学術講演梗概集, F-2, 建築歴史・意匠,  2013年

8月, 堀井隆秀, 本橋仁, 中谷礼仁. 

15. 岡田信一郎写真の整理と活用 住宅写真の考証を通して, 建築史学会大会, 2013年

4月, 本橋仁. 

16. Adolf Loos, Ins Leere Gesprochen, 研究―2 ―著作第一集と皇帝即位 50周年記

念展示会の照合分析―, 建築学会大会, 学術講演梗概集, F-2, 建築歴史・意匠,  

2012年 9月, 原功一, 本橋仁, 癸生川まどか, 齋藤亜紀子, 中谷礼仁. 

17. Adolf Loos, Ins Leere Gesprochen, 研究―1 ―新聞記事を利用した皇帝即位 50

周年記念展示会の復元―, 建築学会大会, 学術講演梗概集, F-2, 建築歴史・意匠,  

2012年 9月, 本橋仁, 原功一, 癸生川まどか, 齋藤亜紀子, 中谷礼仁. 

18. 黒田鵬心の大正期における出版活動とその背景, 建築学会大会, 学術講演梗概集, 

F-2, 建築歴史・意匠,  2011 年 7月, 本橋 仁, 中谷 礼仁. 

19. 建築イデオロギーの意識的拡張 : 村山知義と合理派建築会について, 建築学会大

会, 学術講演梗概集, F-2, 建築歴史・意匠,  2009 年 7月, 本橋 仁, 中谷 礼仁.  
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